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本日の内訳

1. プロジェクト全体の紹介（宇津呂）

2. 日本語複合辞の階層的辞書の編纂（松吉）

(おまけ）複合辞の言い換え

3. 日本語複合辞用例データベースの作成（土屋）

4. 日本語文中の複合辞の言語解析

4-1: 複合辞の検出（土屋）

4-2: 統計的係り受け解析（宇津呂）

5. その他の周辺の話題・進行中の研究（宇津呂）
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研究グループメンバーと研究経過
2003～2004年度

• 京大情報・知能情報・言語メディア研

佐藤理史（現名大）、宇津呂、

土屋（2003年度D単位認定⇒豊橋助手）、松吉（M取得）、他

2005年度

• 京大：松吉（D）、注連隆夫（M、検出・係り受け）

• 佐藤：京大⇒名大

2006年度

• 宇津呂：京大⇒筑波大、土屋：D取得、注連：M取得⇒NEC関西研

2007年度

• 松吉：D取得見込⇒某所ポスドク予定

• 筑波大宇津呂研：長坂（B4、全機能表現の検出）

坂本（来年度M1、日英翻訳）

2008年度：宇津呂研上記二名M1
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研究背景

・機能表現
幾つかの語から構成される、機能的な意味をもった
ひとまとまりの表現

「について」

機能的用法と内容的用法とを、正しく判別する必要がある。

助詞、助動詞とともに、文の構造を形作る要素

（内容的用法） 私は、彼の車について走った。

⇒ I drove following his car.

（機能的用法） 私は、自分の夢について話した。

⇒ I talked about my dream.
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機能表現の基盤的言語解析
およびその応用

機械翻訳

格解析係り受け解析

機能表現検出

基盤的言語解析

言い換え 日本語教育
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• 機能表現を考慮すると，係り先の曖昧さが減少

– 機能表現「～に応じて」を考慮しない場合

– 機能表現「～に応じて」を考慮した場合

機能表現を考慮した係り受け解析

・・・ ｜ 二 万 七 千 円 を ｜ 限度 に ｜ 家賃 に ｜ 応じ て ｜ 支給 さ れる が 、 ｜ ・・・

用言を含んでいるので、
係りやすい

・・・ ｜ 二 万 七 千 円 を ｜ 限度 に ｜ 家賃 に応じて ｜ 支給 さ れる が 、 ｜ ・・・

に応じて【機能表現】の文節は
用言を含まないので係りにくい
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• 日本語複合辞用例データベース 337表現中

既存の解析系における扱い

機能表現を考慮した

言語解析システムが

必要

〔土屋2006〕
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[土屋，NLP大会2007]

(京都テキストコーパス中の

機能表現の用法判定・

係り受け関係誤り修正済み)

係り受け関係付与

[土屋・注連，

NLPジャーナル2007]

係り受け

19年度～の計画

20年度～の計画意味分類付与

言い換え：[松吉，NLP大会2007・NLPジャーナル2008]

その他： 19年度～の計画

検出
日本語文中

の

機能表現の

言語解析 格解析との統合

意味分類付与

19年度の計画

(派生表現を代表的表現で代用する方式の確立)

機能的・

自立的識別

応用 （言い換え・

日本語教育・機械翻訳）

用例

データベー
スの

作成

20年度～の計画

[松吉，NLPジャーナル2007]
[土屋，情処論文誌2006]

（毎日新聞1995年分から

50～100用例/表現を

収集・用法判定)

機能表現

リストの作成

17,000表現

(松吉リストにより収集済み）

300表現

（「現代語複合辞
用例集」の

表現リストを展開) 

100表現

(機能的用法・

自立的用法が

バランス)
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各種情報・データ・
スナップショット集



12

言語資源の公開状況

公開済み

• 日本語複合辞用例データベースv1.0
337表現×50用例(国語研「現代語複合辞用例集」の

125表現の派生表現を収録）

– 毎日新聞1995年分を別途購入

– http://nlp.iit.tsukuba.ac.jp/must/ から

複合辞用法判定ラベル情報をダウンロード

今後の予定：

• 松吉「日本語機能表現一覧」

• 京都テキストコーパスへの用法判定ラベル付与情報

• 松吉「日本語機能表現一覧」中の表現の用例DB
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参考文献
機能表現階層辞書

• 日本語機能表現辞書の編纂

松吉俊, 佐藤理史，宇津呂武仁．

自然言語処理(言語処理学会論文誌), Vol.14, No.5, pp. 123-146, 2007
データベース本体に関する発表

• 日本語複合辞用例データベースの作成と分析

土屋雅稔, 宇津呂武仁, 松吉俊, 佐藤理史, 中川聖一．

情報処理学会論文誌, Vol. 47, No. 6, pp. 1728-1741, 2006. 
データベースを利用した複合辞の検出及び係り受け解析に関する発表

• 日本語機能表現の自動検出と統計的係り受け解析への応用

注連隆夫, 土屋雅稔, 松吉俊, 宇津呂武仁, 佐藤理史．

自然言語処理(言語処理学会論文誌), Vol.14, No.5, pp. 167-197, 2007
機能表現の言い換え

文体と難易度を制御可能な日本語機能表現の言い換え

松吉俊, 佐藤理史．自然言語処理(言語処理学会論文誌), 2008



14



15

機能的用法

自立的用法

機能表現の用法判定
作業インタフェース

機能表現の
用例データベース
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機能的用法

英語の前置詞 about に対応
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自立的用法

英語の動詞 follow に対応
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機能的用法

英語の前置詞 as に対応
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自立的用法

英語の動詞 regard に対応
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機能的用法



24

自立的用法

正月のしめ飾りなどを燃やす「どんど焼き」が各地で行われた十
五日、東京都内で火の中にあったお神酒の瓶が、約三メートル
宙を飛んで女性にあたり、けがをする事故があった。
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機能表現を考慮した
係り受け解析
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機能表現を考慮した係り受け解析システムの
一構成案

形態素解析器 機能表現検出器 係り受け解析器

形態素解析 係り受け解析機能表現検出
入力 出力

＊ 0 1D
内閣 ・・・ 名詞 ・・・
の ・・・ 助詞 ・・・
＊ 1 3D
一員 ・・ ・ 名詞 ・・・
として ・・・ 機能表現
＊ 2 3D
軽率 ・・・ 名詞 ・・・
＊ 3 -1D
極まる ・・・ 動詞 ・・・
で ・・・ 助動詞 ・・・
は ・・・ 助詞 ・・・
ない ・・・ 助動詞 ・・・
か ・・・ 助詞 ・・・
。 ・・・ 記号 ・・・

内閣 ・・・ 名詞 ・・・
の ・・・ 助詞 ・・・
一員 ・・ ・ 名詞 ・・・
として ・・・ 機能表現
軽率 ・・・ 名詞 ・・・
極まる ・・・ 動詞 ・・・
で ・・・ 助動詞 ・・・
は ・・・ 助詞 ・・・
ない ・・・ 助動詞 ・・・
か ・・・ 助詞 ・・・
。 ・・・ 記号 ・・・

内閣 ・・・ 名詞 ・・・
の ・・・ 助詞 ・・・
一員 ・・ ・ 名詞 ・・・
と ・・・ 助詞 ・・・
し ・・・ 動詞 ・・・
て ・・・ 助詞 ・・・
軽率 ・・・ 名詞 ・・・
極まる ・・・ 動詞 ・・・
で ・・・ 助動詞 ・・・
は ・・・ 助詞 ・・・
ない ・・・ 助動詞 ・・・
か ・・・ 助詞 ・・・
。 ・・・ 記号 ・・・

内閣の一員として
軽率極まるではな
いか。

内閣 の ｜ 一員 として ｜ 軽率 ｜ 極まる で は ない か 。

１０ ２ ３
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機能表現を考慮した
係り受け解析器の実現

• SVMを用いた統計的係り受け解析手法を利用「工藤2002」

– ツールとしてはCaboChaを使用

• 京都コーパス38400文に対して、機能表現の情報

を付与

• 上のデータを基に機能表現を考慮した係り受け解析
用の訓練データを作成

• 上の訓練データで係り受け解析器の学習を行うことに
よって、機能表現を考慮した係り受け解析器を実現
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学習・解析に使用する素性の変化

甥の 保護者と して 運動会に 参加した 私は、

注目している係り受け関係

主辞見出し：し
主辞品詞：動詞
主辞品詞細分類：自立
主辞活用：サ変・スル
主辞活用形：連用形
語形見出し：て
語形品詞：助詞
語形品詞細分類：接続助詞
括弧の有無：0
句読点の有無：0
文節の位置（文頭）：0
文節の位置（文末）：0

主辞見出し：た
主辞品詞：助動詞
主辞活用：特殊・タ
主辞活用形：基本形
語形見出し：た
語形品詞：助動詞
語形活用：特殊・タ
語形活用形：基本形
括弧の有無：0
句読点の有無：0
文節の位置（文頭）：0
文節の位置（文末）：0

語形見出し：と
語形見出し：に

主辞品詞：名詞

文節間距離： 2以上5以下

文節間の助詞：に
括弧の有無：0
句読点の有無：0

主辞・・・品詞が特殊、助詞、接尾辞となるものを除き一番文節末に近い形態素
語形・・・品詞が特殊となるものを除き一番文節末に近い形態素
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学習・解析に使用する素性の変化

甥の 保護者として 運動会に 参加した 私は、

注目している係り受け関係

主辞見出し：保護
主辞品詞：名詞
主辞品詞細分類：サ変接続
語形見出し：として
語形品詞：助詞
語形品詞細分類1：格助詞
語形品詞細分類2：機能表現
括弧の有無：0
句読点の有無：0
文節の位置（文頭）：0
文節の位置（文末）：0

語形見出し：の
語形見出し：に
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主辞・・・品詞が特殊、助詞、接尾辞となるものを除き一番文節末に近い形態素
語形・・・品詞が特殊となるものを除き一番文節末に近い形態素



32

学習・解析に使用する素性の変化

甥の 保護者として 運動会に 参加した 私は、

注目している係り受け関係

主辞見出し：保護
主辞品詞：名詞
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語形見出し：の
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主辞品詞：名詞

文節間距離： 2以上5以下

文節間の助詞：に
括弧の有無：0
句読点の有無：0

機能表現を考慮
した学習が行える

主辞見出し：た
主辞品詞：助動詞
主辞活用：特殊・タ
主辞活用形：基本形
語形見出し：た
語形品詞：助動詞
語形活用：特殊・タ
語形活用形：基本形
括弧の有無：0
句読点の有無：0
文節の位置（文頭）：0
文節の位置（文末）：0

主辞・・・品詞が特殊、助詞、接尾辞となるものを除き一番文節末に近い形態素
語形・・・品詞が特殊となるものを除き一番文節末に近い形態素
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係り受け解析の評価実験
• 機能表現を考慮した係り受け解析と以下の

ベースラインの解析性能の比較評価を行った
• 京都テキストコーパスを訓練・評価データとして10分

割交差検定を行う
• 使用した機能表現検出器

– 先の実験における検出器を使用
– 形態素素性、チャンク素性、チャンク文脈素性で学習

• CaboCha（機能表現抜き）

– 対象の表現が形態素解析辞書に登録されている場合、
その表現を構成している形態素単位に分割して学習をし直している。

• CaboCha（オリジナル）

– 従来のCaboCha

ベースライン
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評価尺度（係り受け解析）

係り先精度 =
係り先を正しく同定できたFE文節数

FE文節数

係り元精度 =
係り元を正しく同定できたFE文節数

FE文節数

FE文節 ＝ 機能表現を含む文節
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評価結果
各モデルでの同定精度（％）

74.488.1正解使用* 2
74.088.0検出器使用*1

提案手法

73.987.6CaboCha（オリジナル）

72.588.0CaboCha（機能表現抜き）
ベースライン

係り元精度係り先精度

＊1 ・・・ 機能表現検出に機能表現検出器を使用
＊2 ・・・ 機能表現検出に正解データを使用

機能表現を考慮すること、正しく機能表現を検出する
ことは係り元の推定に効果的



36

チャンピオン と ｜ し て ｜ つらい ｜ 思い の ｜ とき に ｜ 出合っ た の が ｜ ・・・

係り先同定の改善例（連用辞類）

・機能表現を考慮しない係り受け解析

A62-1000（として）：助詞型-連用辞類

・機能表現を考慮した係り受け解析

チャンピオン と して ｜ つらい ｜ 思い の ｜ とき に ｜ 出合っ た の が ｜ ・・・

連用辞類「として」の特徴
を学習できている。

「する」の連用形「し」を含んでいるので、
近くの動詞に並列に係ってしまう。



37

係り元同定の改善例（連用辞類）

・機能表現を考慮しない係り受け解析

A62-1000（として）：助詞型-連用辞類

・機能表現を考慮した係り受け解析

・・・ ｜ ロシア 軍 の ｜ チェチェン 進行 を ｜ 東欧 諸国 の ｜ 首脳 と ｜ し て ｜ ・・・ ｜ 批判 。

動詞やサ変名詞を含む
文節に係りやすい

・・・ ｜ ロシア 軍 の ｜ チェチェン 進行 を ｜ 東欧 諸国 の ｜ 首脳 として ｜ ・・・ ｜ 批判 。
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まとめと今後の課題

• まとめ
– 従来手法より高性能な機能表現検出器の構築

– 機能表現検出器を使い、機能表現を考慮するこ
とにより、従来手法より高性能な係り受け解析を
実現

• 今後の課題
– 対象とする表現の拡張

– 格解析との統合

– 応用への展開
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周辺話題
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17,000全機能表現の検出・・・

派生的表現を代表的表現で代用する方式の確立

• 対象とする表現の規模を数千のオーダへ：

助詞型・接続詞型他3000表現

⇒従来どおり用例を作成して検出器を学習する

代表表現を立てる．

現在， L3 (意味・派生が異なる551分類)について50用例作成済

助動詞型：14000表現⇒下記による

• 機能的用法・自立的用法の区別が必要な

表現数の推定：全17000中，約5000，新聞記事中では2600～3000

• 代表的表現についての訓練コーパスのみを用いて、

派生的表現の検出を実現

– 機能表現階層分類 [松吉 2007] のL3 (意味・派生が異なる551分類)の
単位ごとに一括処理
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文型検索ツールの開発
（川村先生との共同研究）

辞書ツール： 単語と辞書情報をリンク

↓

文型検索ツール

・文中の機能表現を自動的に検出するシステム

（土屋・宇津呂ほか２００５）

機能表現＝いくつかの語が複合してひとまとまりの
句となって付属語的な役割を果たしている語

＝文型
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文型検索ツールの開発
（川村先生との共同研究）

文型検索ツール

・入力された文章を形態素解析

・形態素列パターンに基づくパターンマッチング

・本文中の文型を抽出

↓

グループ・ジャマシイ『日本語文型辞典』

・辞書情報とリンクして表示
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文型検索ツールの入力画面
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文型検索ツールの入力画面
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文型検索ツールの結果画面
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文型検索ツール：現状と計画

• 現状

– 「日本語文型辞典」の表記と

MUST（337表記）のAND（166表記）に対して

「日本語文型辞典」のエントリを提示

• 計画
– 階層的分類[松吉2007]の表記と

「日本語文型辞典」のエントリを対応付け

– 評価用用例集作成：川村先生・科研費


